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 論  文  名： PD‑L1 and IDO‑1 expression in undifferentiated pleomorphic sarcoma: The 

associations with tumor infiltrating lymphocytes, dMMR and HLA class I 

（未分化多型肉腫における PD-L1 および IDO-1 の発現と腫瘍浸潤リンパ球、

dMMR、HLA class I の検討） 

 

 区  分：甲 

 

論 文 内 容 の 要 旨  

 

未 分 化 多 形 肉 腫 は 予 後 不 良 の 軟 部 肉 腫 で あ る 。 近 年 、 SAR C 0 2 8 に お い て 軟

部 肉 腫 に お け る が ん 免 疫 治 療 の 有 効 性 が 報 告 さ れ た 。 今 回 の 研 究 は 未 分 化 多

形 肉 腫 に お い て PD- L 1 と ID O - 1 の 発 現 が 予 後 予 測 因 子 ま た は 治 療 標 的 と な る

か 検 討 す る こ と を 目 的 と す る 。 九 州 大 学 形 態 機 能 病 理 に 蓄 積 さ れ た 52 例 の

未 分 化 多 形 肉 腫 を 対 象 と し た 。 PD- L 1、 ID O - 1、 CD 8、 CD 4、 CD 3、 HL A  c l a s s  I、

ML H 1、MS H 2、MS H 6、PM S 2 の 免 疫 染 色 を 実 施 し た 。52 例 中 19 例 (3 6 . 5 % )が PD - L 1

を 1%以 上 発 現 、 52 例 中 5 例 (9 . 6 % )が PD - L 1 を 50 %以 上 発 現 し て い た 。 52 例

中 25 例 (4 8 . 1 % )が ID O - 1 を 発 現 し て い た 。 ２ 例 が dMM R と 判 定 さ れ 、 6 例 が

HL A  c l a s s  I 発 現 を 欠 失 し て い た 。 PD- L 1 の 発 現 ( ≥ 1 % )は CD 8、 CD 3 陽 性 腫 瘍

浸 潤 リ ン パ 球 数 と 相 関 し て い た が 、 PD- L 1 の 発 現 ( ≥ 5 0 % )に お い て は そ の 相 関

は 有 意 で は な か っ た 。IDO - 1 の 発 現 (≥ 1 % )は CD 8、 CD 4、 CD 3 陽 性 腫 瘍 浸 潤 リ ン

パ 球 と 相 関 し て い た 。生 存 解 析 に お い て PD- L 1 の 発 現 (≥ 5 0 % )は 予 後 不 良 因 子 、

IDO - 1 の 発 現 は 予 後 良 好 因 子 で あ っ た 。結 論 と し て 、未 分 化 多 形 肉 腫 は PD- L 1  

と ID O - 1 を 高 頻 度 に 発 現 し て お り 、PD- L 1 の 発 現 ( ≥ 5 0 % )は 予 後 不 良 因 子 、IDO - 1

の 発 現 は 予 後 良 好 因 子 と 考 え ら れ た 。  


